
 

ⅥⅥ  おおわわりりにに 
 
 本稿の冒頭で述べたように、認知症等により判断能力が不十分になった場合に支援が必要とさ

れるのは、本人の資力の有無に関わらない。たとえ資力がなくとも支援は必要である。高齢期に

おいて、認知症等になったことにより判断能力が低下した場合において、当該本人の資力の状況

にかかわらず支援を受け続けながら最後まで人生を全うできるようにすることは、人の尊厳ある

生の実現につながるものである。成年後見制度利用促進法により、成年後見制度の今後の施策の

目標として、全国どの地域においても必要な人が成年後見制度を利用できるような地域連携ネッ

トワークの構築を図ることが挙げられており、そのためには、ネットワークを含めた安定的な支

援体制の構築が必要である。 
安定的な支援体制を構築するためには、人的・物的な体制を継続的に確保しうるような方策が

求められる。従来のわが国では、経済的側面からの支援が重視されている傾向があるものの、人

材確保といった人的側面からの体制構築に対する支援も重要であろう。人的・物的な体制を構築

し維持するには財源の確保が課題となりうる。そうした場合に、財源の確保が困難であるからと

いって、認知症等の高齢者等に対して支援が行き届かないような状況を甘受すべきではない。そ

のためには、アメリカ成年後見制度におけるような、税金等の公費にのみ依存するのではない制

度の財源を確保するための様々な試みがなされるべきであろう。この点、第二期成年後見制度利

用促進基本計画は、法人後見の促進を掲げつつ、公的財源では性質上対応困難な課題に対応する

ため、地域住民や企業など広く地域社会に周知し寄付等により資金調達することを挙げている。

信託の活用をはじめとした、アメリカ公的後見制度における制度の資金調達のあり方は、今後も

さらに検討していく必要があるといえよう。 
必要な人が必要な支援を受けられるような体制構築に向けた取り組みが求められる。 

 
 
〔付記〕 
 本研究は、三菱 UFJ 信託奨学財団研究助成事業、JSPS 科研費 JP20K13730、JP20KK0022、
JP21H00665 の助成を受けたものである。 
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